
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3.研修生の行うことは？ 

A．栽培知識・技術の習得と就農に向けての準備を行っていただきます。 

具体的な内容としては、 

①トマト・しいたけ栽培の実践的技術や経営管理について学ぶ。 

②農業･農村地帯の実態を学び、地域社会に溶け込めるように努める。 

③研修期間中に、受入農家や関係機関等に相談・支援を得ながら、就農するために必要な住宅、農地、 

施設、機械等の準備を行う。 

④研修日誌を作成する。（作業内容、作業時間等） 

 

研修生は自らの意思で農業の道を選び、その目的達成のために学んでいます。就農後は自らが経営者となって

行動し、経営発展していかなければなりません。就農後に積極的な行動力が必要とされるのはもちろんのこと、

研修中から自ら積極的に行動し、就農に向けた準備を進めていかなければ、就農後の成功はありません。 

Q4.研修の時間や休日は？ 

A．研修時間は原則として午前８時から午後５時までです。 

休日は原則として毎週土曜日及び日曜日とします。（研修内容により変更・振替を行うことがあります。） 

また、収穫期等の繁忙期は、休日に実習研修を実施します。 

トマトは夏場が繁忙期となるため、７,8 月についてはほとんどお休みがありません。（冬場に振替となりま

す）研修の時間についても暑い時間帯については作業を中止するため、時間が前後することがあります。 

研修内容や就農について、ご不明点がありましたらお気軽に下記までご連絡ください 

●お問い合わせ先● 

九重町役場 農林課 農業振興グループ 

大分県玖珠郡九重町大字後野上 8-1  TEL：0973-76-3804  FAX：0973-76-3840 

Q1.どんな人が講師をしているの？ 

A．JA トマト部会・生しいたけ部会、大分県椎茸農協久大支部の会員さんの中でも、生産量や売上高でトッ

プクラスの先進農家さんに講師として登録していただいています。各団体で中心的な役割を担われている、

現場のプロから直接学ぶことができ、就農後も相談役として引き続き技術的指導の支援が受けられます。 

Q2.農業を始めるのに必要なことは？ 

A．新しく農業を始めるには①技術・ノウハウ、②資金、③農地、④機械・施設、⑤住居が必要となります。 

また、農業経営者になることは、新たに事業を起こすこと（起業）と変わりありません。しっかりとした

経営計画を立て就農していくことが大事です。 

さらに、本人の努力・熱意・体力・地域住民との協調が求められます。就農後の農地については、町の農

業委員さんや講師、生産部会の方たちと協力しながら準備をしていきます 


